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丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
丸
山
眞
男
像
の
発
見
そ
の
世
界
大
の
視
圏
と
交
流
の
な
か
で
」
開
催
に
あ
た
っ
て
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
篠
目
清
美
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、丸
山
文
庫
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
文
庫
の
資
料
の
保
管
・
調
査
・
公
開
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
業
を
大
き
く
進
め
る
た
め
に
、
二
〇
一
二
年
度
、「
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
20
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
、
そ
の
資
料
を
活
用
し
た
研
究
を
行
っ
て
来
た
。
二
〇
一
六
年
度
は
、
本
事
業
の
最
終
年
度
に
当
た
る
た
め
、
事
業
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
丸
山
眞
男
没
後
20
周
年
に
も
当
た
る
こ
と
か
ら
、「
丸
山
眞
男
没
後
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
20
ム
」
と
し
、
標
題
は
「
新
し
い
丸
山
眞
男
像
の
発
見
そ
の
世
界
大
の
視
圏
と
交
流
の
な
か
で
」
と
し
、
一
〇
月
一
四
日
に
開
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
午
前
の
平
石
直
昭
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
丸
山
眞
男
文
庫
顧
問
）
に
よ
る
ご
講
演
と
、
午
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
名
誉
教
授
）、
孫
歌
氏
（
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
教
授
）、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｅ
・
バ
ー
シ
ェ
イ
氏
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
教
授
・
紙
上
参
加
）、
金
錫
根
氏
（
峨
山
政
策
研
究
院
教
授
）
か
ら
ご
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
で
、
黒
沢
文
貴
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
が
各
報
告
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
中
田
喜
万
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
）
の
司
会
に
よ
っ
て
、
各
報
告
者
か
ら
、
黒
沢
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
応
答
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
会
場
の
参
加
者
と
の
間
で
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
丸
山
眞
男
は
「
戦
後
民
主
主
義
の
旗
手
」「
戦
後
日
本
の
思
想
家
」
等
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
の
彼
は
「
戦
後
」
の
枠
を
は
る
か
に
超
え
る
歴
史
的
視
野
を
も
ち
、
一
国
の
枠
を
超
え
る
知
的
交
流
に
よ
っ
て
学
問
・
思
想
を
育
ん
だ
知
識
人
だ
っ
た
。
日
本
思
想
の
始
原
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
批
判
的
な
対
象
化
を
目
ざ
し
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た
丸
山
は
、
同
時
に
、
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
世
界
的
な
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う
知
識
人
で
も
あ
っ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
各
国
の
す
ぐ
れ
た
丸
山
研
究
者
・
日
本
研
究
者
を
招
き
、
こ
う
し
た
「
新
し
い
丸
山
眞
男
像
」
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
と
し
て
提
示
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
田
氏
に
よ
る
概
要
が
『
東
京
女
子
大
学
学
報
』
二
〇
一
六
年
度
第
四
号
（
同
年
一
二
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
平
石
氏
、
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
、
孫
氏
、
バ
ー
シ
ェ
イ
氏
、
金
氏
、
黒
沢
氏
の
校
正
を
経
た
う
え
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
全
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
ご
講
演
・
ご
報
告
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
ご
参
加
い
た
だ
い
た
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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